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※完成したしめ飾りを手にみんなで記念撮影
（川上いきいき交流館）

笑顔輝く１年に！
～みんなでしめ飾りづくり～



新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運

営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

さ
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
と
言
わ

れ
て
お
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の

低
下
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
中

核
的
役
割
を
担
う
た
め
、
各
種
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
地
域
住
民
の
居
場
所
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
事
業
を
核
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、

新
た
な
通
い
の
場
と
し
て
、
各
地
区
社
協

等
を
主
体
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
立
ち

上
が
り
、
通
い
の
場
の
充
実
が
図
ら
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

生
活
の
場
を
活
動
範
囲
と
し
た
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
で
あ
る
『
お
助
け
隊
』
の
組

織
化
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

支
え
合
い
・
助
け
あ
い
の
気
持
ち
で
成
り

立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
地

域
特
有
の
福
祉
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
進
め
て
い
る
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
地

域
福
祉
活
動
の
中
で
培
っ
て
き
た
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
十
分
に
生
か
し
、
制
度
や

分
野
の
垣
根
を
越
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

が
協
働
し
、
包
括
的
に
支
え
合
う
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
抱
え
る
福
祉
課
題
は
今
後

ま
す
ま
す
複
雑
・
多
様
化
す
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
の
課
題
に
し
っ
か

り
と
向
き
合
い
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

　
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
　

会
長
　
内
田 

親
秀
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会員区分 件数 金額（円）
普 通 会 員 6,538 6,876,000
法 人 会 員 254 834,352
ふるさと会員 82 300,000
特 別 会 員 9 45,000
合 計 6,883 8,055,352

平成29年度 賛助会員 協力の状況
（平成29年11月30日現在）

平成29年度　賛助会員会費について
市内外の方々へご協力をお願いしております、平成29年度の賛

助会員会費について、多くの皆さまからご理解ご協力を賜わり、
ありがとうございます。

この会費は「ふれあいサロン事業」や「敬老事業」などの地域
福祉活動を推進していく上で、欠かせない貴重な財源となってお
ります。

引き続き、賛助会員を募っておりますので、会員制度の趣旨を
ご理解いただき、ご協力をお願いいたします。

◆法人会員
（高梁地区）…………………
千寿庵株式会社

（有漢地区）…………………
倉野林業

（成羽地区）…………………
加藤電器店

有限会社　みやもと

◆ふるさと会員
（高梁地区）…………………
総社市　島田　ツネ子

兵庫県　服部　智子

（川上地区）…………………
神奈川県　川上　　晃

10月16日から12月15日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）

全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
会
長
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成 29 年度 賛助会員会費にご協力いただいた法人・ふるさと会員

池
田
　
文
子（
市
社
協
職
員
）

こ
の
度
は
、
受
賞
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。長
い
間
、

社
会
福
祉
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
家
族
や
周
り

の
多
く
の
方
々
に
支
え
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

少
し
で
も
お
役
に
た
て
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

社
協
・
団
体
功
労

高
橋
ひ
ず
る（
市
社
協
職
員
）

多
く
の
方
に
支
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
20
年
間
こ

の
仕
事
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

仕
事
を
通
し
た
く
さ
ん
の

方
と
出
合
い
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
笑
顔

に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

上
田
　
孝
子（
市
社
協
職
員
）

利
用
者
の
皆
さ
ま
、
地

域
の
方
、
職
員
に
支
え
ら

れ
気
が
付
け
ば
15
年
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
た
だ
皆

さ
ま
に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

平
木
　
生
山
さ
ん（
市
共
同
募
金
委
員
会
監
事
）

こ
の
度
、
図
ら
ず
と
も

中
央
共
同
募
金
会
会
長
表

彰
の
受
賞
の
栄
に
浴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長

年
に
わ
た
り
募
金
運
動
に

携
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
ひ

と
え
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
ご
支

援
の
賜
で
今
更
な
が
ら
多
く
の
方
々
の
善
意

の
募
金
に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
一
方
、
募

金
は
配
分
金
と
し
て
市
内
の
多
く
の
組
織
に

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
配
分
金
が
公

正
・
適
正
に
交
付
さ
れ
、
有
効
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
災
害

時
や
年
末
等
各
種
の
募
金
活
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

奉
仕
功
労
者
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赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました
赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました

　本年度も、“赤い羽根共同募金”並びに“歳末たすけあい募金”に皆さまの温かいお心をお寄せいただき
ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　12月20日現在の途中経過をご報告させていただきます。なお、平成29年度の最終実績については、次
号でご報告させていただきます。

平成29年度　赤い羽根共同募金法人募金にご協力いただいた法人

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イベント募金
個 人 募 金
その他の募金
合 　 計

3,521,100
68,397
735,600
15,728
641,700
99,194
7,200
40,214

5,129,133

募金区分 募金額（円）
赤い羽根共同募金

戸 別 募 金
個 人 募 金
その他の募金
合 　 計

1,848,830
12,857
55,144

1,916,831

募金区分 募金額（円）
歳末たすけあい募金

　高梁市仏教会（会長・上寺覚叡建長寺住職）より、毎
年托鉢で歳末たすけあい募金にご協力をいただいて
います。今年も僧侶の方々が市内商店街などを巡り托
鉢を実施され、多くの浄財が寄せられました。
　この浄財は、高梁市共同募金委員会に寄贈され、市
内の在宅要介護者への慰問金贈呈など、歳末たすけあ
い支援事業に活用されています。ご協力ありがとうご
ざいました。

　高梁市社会福祉協議会では、共同募金の財源を幅広く有効に活用し、誰もが安心して暮らせる福祉の
まちづくりを推進するため、助成を希望する団体を募集します。

高梁市仏教会・托鉢で歳末たすけあい募金に協力

次の要件をすべて満たす団体
（1）高梁市内を活動範囲として福祉活動、ボランティア活動を行う団体
（2）原則1年以上の継続した活動が見込めること。
（3）団体の運営が市民を主体とした組織で、自主性および自立性を有すること。
（4）団体の規約、活動内容および会計に関する決定機関を有する団体で、事業計画が明示され、予算、
　　決算等の会計状況が明らかであること。
（5）法人格を有していないこと。
（６）政治または宗教、営利活動を目的としない団体

助 成 対 象 団 体

　平成30年度において、地域性を活かした日常生活の支援、福祉学習、世代間交流、児童青少年・ボラ
ンティア育成等の地域住民自らが取り組む事業で、介護保険制度の事業対象とならないもの。

助 成 対 象 活 動

１団体あたり２０万円以内

助 成 金 額

報酬、人件費、飲食費、備品、機材に関する費用等

助成金対象外経費

平成30年２月１日～平成30年３月３１日　

申 請 期 間

※申請書は社協事務所へ備えていますが、市社協ホームページからもダウンロードできます。
　詳細については、下記まで気軽にお問い合わせください。　　　　　　　

地域福祉課 22-724 3☎
有 漢 支 所 57- 3 218☎
成 羽 支 所 42-20 05☎

備 中 支 所 45 - 3131☎
川 上 支 所 48 -9770☎

問い合わせ先

一般募金助成事業の助成団体を募集します平成
30年度

12/4

（高梁地区）…………………
あおやぎ菓子舗
㈱赤木組
㈲秋岡商店
イーグル工業㈱岡山事業場
イースタジオ（ニュー甲子園）
入江組
㈲魚富
大杉病院
㈱大月本店
㈲尾崎工業所
オプタ㈱田中紙店
フレッシュストアーかわかみ
㈱吉備ケーブルテレビ
公共の宿 神原荘
㈲紺屋川
小松整体院
五万石
㈲小見山事務商事
㈲佐々木組
島自動車㈲
正善寺
住まいるネット高梁落合橋店
㈱総合技術サービス
㈱タイガーマシン製作所
㈲竹浪商店
㈱高梁マイカーセンター
高梁基督教会

㈲高梁産業資材
㈲谷村鉄工
㈱天法堂
トークロ
松本物産㈲
㈲三宅工務店

（医）仲田医院
中村畳工業㈲
中村美容院
那須家具店
縄手商事㈱
㈲難波新聞舗
㈱ニシイ
西森電気
日軽形材㈱岡山工場
㈱パインツリーゴルフ
㈲花のれん
㈱パルエッグセンター
東建設
樋口歯科医院
備中開発㈱
㈱備北オートセンター
備北信用金庫落合支店
ファミリータウン・イシイ

（福）福実会
ふじおか建具店
藤本歯科医院
ヘアーサロン・エムズ

Hair Make Studio You
堀金属表面処理工業㈱岡山工場
堀部美容室
マスカット薬局
宮田楽器

（医）梁風会 こころの医療たいようの丘ホスピタル
森沢酒造㈲
㈲森十自動車工作所
㈲森田商店
モランボン
ヤマザキショップいしぐろ
レモン

（宗）蓮華寺
渡辺医院
㈲ワタナベトーヨー住器

（有漢地区）………………………
岡山イーグル㈱
倉野林業
㈲島田建設
㈲千崎建設
丸五シーエス工業㈱
㈱夢ファーム有漢

（成羽地区）………………
伊藤食品㈲
成羽ポートリー㈱

（川上地区）…………
平松運輸㈱

11月1日から12月31日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）
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　高梁市仏教会（会長・上寺覚叡建長寺住職）より、毎
年托鉢で歳末たすけあい募金にご協力をいただいて
います。今年も僧侶の方々が市内商店街などを巡り托
鉢を実施され、多くの浄財が寄せられました。
　この浄財は、高梁市共同募金委員会に寄贈され、市
内の在宅要介護者への慰問金贈呈など、歳末たすけあ
い支援事業に活用されています。ご協力ありがとうご
ざいました。

　高梁市社会福祉協議会では、共同募金の財源を幅広く有効に活用し、誰もが安心して暮らせる福祉の
まちづくりを推進するため、助成を希望する団体を募集します。

高梁市仏教会・托鉢で歳末たすけあい募金に協力

次の要件をすべて満たす団体
（1）高梁市内を活動範囲として福祉活動、ボランティア活動を行う団体
（2）原則1年以上の継続した活動が見込めること。
（3）団体の運営が市民を主体とした組織で、自主性および自立性を有すること。
（4）団体の規約、活動内容および会計に関する決定機関を有する団体で、事業計画が明示され、予算、
　　決算等の会計状況が明らかであること。
（5）法人格を有していないこと。
（６）政治または宗教、営利活動を目的としない団体

助 成 対 象 団 体

　平成30年度において、地域性を活かした日常生活の支援、福祉学習、世代間交流、児童青少年・ボラ
ンティア育成等の地域住民自らが取り組む事業で、介護保険制度の事業対象とならないもの。

助 成 対 象 活 動

１団体あたり２０万円以内

助 成 金 額

報酬、人件費、飲食費、備品、機材に関する費用等

助成金対象外経費

平成30年２月１日～平成30年３月３１日　

申 請 期 間

※申請書は社協事務所へ備えていますが、市社協ホームページからもダウンロードできます。
　詳細については、下記まで気軽にお問い合わせください。　　　　　　　

地域福祉課 22-724 3☎
有 漢 支 所 57- 3 218☎
成 羽 支 所 42-20 05☎

備 中 支 所 45 - 3131☎
川 上 支 所 48 -9770☎

問い合わせ先

一般募金助成事業の助成団体を募集します平成
30年度

12/4
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地域福祉活動計画にかかる実施計画の
評価・見直しについて

地域福祉活動計画にかかる実施計画の
評価・見直しについて

基本目標４　安心して暮らせる体制づくり
新規に追加した事業

　ホームヘルパーの訪問による日常生活および家事のみの指導や支援
【ミニホームヘルプサービス】

　ホームヘルパーの訪問による自立支援のための身体介護や生活援助
【総合事業ホームヘルプサービス】

基本目標２　手と手をつなぐ地域づくり
完 了 し た 事 業

　ミニデイサービスを活用した介護予防・自立支援のための日常生活動作訓練や
趣味活動など

【総合事業ミニデイサービス】（高梁地域のみ）

　デイサービス事業所で行われる日常生活上の支援や生活行為向上
のための支援

 【総合事業デイサービス】

基本目標４　安心して暮らせる体制づくり
廃 止 し た 事 業

　高梁市の事業廃止に伴い、廃止しました。 

市の土砂等除去扶助費等との整合を図り、事業を統合し計画を完了しました。

【高梁市生活管理指導員派遣事業】

【被災家屋等復旧費助成金支給事業】

※上記４事業の対象者は、要支援１・２および事業対象者です。
　事業対象者とは、基本チェックリストにより介護予防・生活支援サービス事業対
象者となった方です。（要支援に相当する方を想定しています）

　地域福祉活動計画とは、地域住民や地域において福祉活動を行う関係者、各種ボランティア・Ｎ
ＰＯ、さらには保健・医療・福祉の専門機関等が相互に協力して策定する社会福祉協議会の行動計画
で、高梁市社会福祉協議会の地域福祉推進の基本となる計画です。
　平成26年度から平成30年度までの5ヵ年を計画期間としています。
　11月15日に社会福祉委員会を開催し、平成28年度の事業推進状況等から評価し、次のように一部を
見直しました。 

藤
森
元
朗
さ
ん

私の町の
ふくし

ふつう（普段）の
暮らしが
幸せであること。
と言われています。

このコーナーでは、そんな福祉のまち
づくりのために地域で頑張っておられ
る方を紹介していきます。

ふくしとは、
ふ
く
し
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11
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川
面
に
生
ま
れ
育
ち
65
年
、
私
は
こ
の
地
域
を

守
っ
て
い
く
、
地
域
に
尽
く
し
た
い
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
こ
の
川
面
町
で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
20
年
か
ら
昨
年
ま
で
川
面
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
勤
め
、
福
祉
に
関
す
る
こ
と
に
も
携
わ
っ

て
き
た
中
で
、
見
守
り
や
手
助
け
が
必
要
な
人
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
て

い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
私
に
何

が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
強
く
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
誰
も

が
日
ご
ろ
の
付
き
合
い
や
何
気
な
い
会
話
で
お
互

い
の
元
気
確
認
を
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
で

あ
り
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

私
は
、
川
面
町
の
桐
山
と
い
う
と
こ
ろ
に
住
ん

で
い
ま
す
。
住
民
30
人
の
う
ち
、
３
分
の
１
が
75

歳
以
上
と
と
て
も
高
齢
化
の
進
ん
だ
地
域
で
す
。

こ
の
桐
山
に
住
む
皆
さ
ん
に
元
気
で
楽
し
く
暮
ら

し
て
も
ら
う
た
め
に
町
内
会
の
手
助
け
を
し
、
平

成
22
年
か
ら
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
始
め
、
敬
老
会

も
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
活
動

と
し
て
営
農
組
合
な
ど
幅
広
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
定
期
的
に
み
ん
な
で
会
っ
て
話
を
す
る
と
、

町
内
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
の
困
り
事
な
ど
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
町
内
会
等
で
の
助
け
合
い
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
は
川
面
町
の
寺
山
城
址
の
草

刈
作
業
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
活
動
で
70
歳
代
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
約
40
人
が
、
11
月
か
ら
３
月
ま
で
、
月
に
３
回

程
度
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
急
傾
斜
地
で
の
夏
場

に
伸
び
た
草
を
刈
る
の
は
大
変
で
す
が
、
作
業
の

合
間
に
情
報
交
換
も
で
き
、
地
域
の
様
子
が
よ
く

分
か
る
た
め
、
と
て
も
よ
い
活
動
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

川
面
に
は
他
に
も
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
カ

フ
ェ
わ
・
わ
・
わ
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
大
勢

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
活
動
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
支
え
合
い
が
長
く
続
い
て
い
く

よ
う
協
力
し
合
い
、
今
後
と
も
川
面
に
住
む
皆
が

助
け
合
っ
て
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
微

力
で
す
が
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
事
も
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
や
っ
て
み
な
い

と
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
皆
さ

ん
と
と
も
に
前
進
し
ま
す
。
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【総合事業ホームヘルプサービス】
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完 了 し た 事 業

　ミニデイサービスを活用した介護予防・自立支援のための日常生活動作訓練や
趣味活動など

【総合事業ミニデイサービス】（高梁地域のみ）

　デイサービス事業所で行われる日常生活上の支援や生活行為向上
のための支援
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【高梁市生活管理指導員派遣事業】

【被災家屋等復旧費助成金支給事業】

※上記４事業の対象者は、要支援１・２および事業対象者です。
　事業対象者とは、基本チェックリストにより介護予防・生活支援サービス事業対
象者となった方です。（要支援に相当する方を想定しています）

　地域福祉活動計画とは、地域住民や地域において福祉活動を行う関係者、各種ボランティア・Ｎ
ＰＯ、さらには保健・医療・福祉の専門機関等が相互に協力して策定する社会福祉協議会の行動計画
で、高梁市社会福祉協議会の地域福祉推進の基本となる計画です。
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。
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地域福祉活動報告

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ん
で
も
相
談
会

12/12

11/18

有
漢
地
区
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
と
有
漢
東
小
学
校

児
童
と
の
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、有
漢
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
が
行
っ
て
い
る「
風
ぐ
る

ま
サ
ロ
ン
」の
活
動
の一環
で
、

毎
年
12
月
に
児
童
の
訪
問
を

受
け
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
、有
漢
東
小
学
校

の
５・６
年
生
15
人
が
会
場

の
有
漢
農
業
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
、今
回
の
た
め

に
練
習
し
た
演
奏
や
松
山
踊

り
を
披
露
。そ
の
後
み
ん
な

で一緒
に
か
る
た
や
メ
ン
コ
な

ど
の
昔
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
と
て
も

楽
し
か
っ
た
の
で
、来
年
も
ぜ

ひ
続
け
て
ほ
し
い
」と
の
多

く
の
声
。児
童
た
ち
も「
自
分

た
ち
が
企
画
し
た
手
作
り
の

催
し
を
楽
し
ん
で
く
れ
、と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、児
童
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
完
成
さ
せ

た
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

を
手
に
、笑
顔
で
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

「
風
ぐ
る
ま
サ
ロ
ン
」

　
　
　
　
　
　小
学
校
児
童
と
交
流

高
梁
総
合
文
化
会
館
を

会
場
に
、高
齢
者・障
が
い
者

権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
懇

談
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
相
談
会
は
、弁
護
士

や
司
法
書
士
、社
会
福
祉
士
、

社
会
保
険
労
務
士
等
の
専
門

職
が
、法
律
や
福
祉
、虐
待
や

権
利
侵
害
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、幅
広
く
相
談
に
応
じ
る

も
の
で
、年
４
回
岡
山
県
内

を
巡
回
し
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
日
は
、約
５０
名
の
専

門
職
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、成
年
後
見
制
度
入

門（
基
礎
）講
座
と
し
て
、「
成

年
後
見
制
度
っ
て
、ど
ん
な
制

度
？
」と
題
し
、高
梁
ひ
ま
わ

り
基
金
法
律
事
務
所
所
長  

久
貝 

克
弘
弁
護
士
の
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。そ
の
他
、市
民

後
見
人
の
交
流
会
も
開
催
さ

れ
、活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

in
高
梁
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高
梁
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
藤
江
孝
一
会
長
）よ
り
、

災
害
義
援
金
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
７
月
５
日
か
ら

の
九
州
北
部
に
お
け
る
断
続

的
な
大
雨
災
害
の
被
災
地
支

援
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

た
物
産
展
や
街
頭
募
金
活
動

に
よ
っ
て
募
ら
れ
た
義
援
金

で
す
。

な
お
、
こ
の
義
援
金
は
、

福
岡
県
共
同
募
金
会
を
通
じ

て
被
災
地
へ
送
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

川
上
中
学
校
生
徒
会
・
川

上
小
学
校
児
童
会
よ
り
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、

文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や

登
下
校
時
、
ま
た
、
朝
礼
な

ど
の
場
を
利
用
し
て
集
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

高梁要約筆記サークル  （会長　佐藤 千代子さん）
　私たちの会は、聴覚障害者の方への情報手段として、話している内容を要約し、文字として伝える活動をして
います。
　今年度、（公財）車両競技公益資金記念財団から高齢者、障害者等の支援を目的とするボランティア活動に対す
る助成金をいただき、ノートパソコン等の機材を整備しました。この機材整備によって、聴覚障害者が読みやす
い文字で情報提供が行えるようになりました。
　私たちと一緒に活動をしてくださる方を募集しています。一緒に
活動してみませんか。

・募集期間：年間を通して随時募集
・活  動 日：月２回（第２・４火曜日）
　　　　　　　　※都合により変更あり
・活動条件：意欲のある方

　高梁市と市社協の共催により、市民の皆さまのボランティアに対する知識と関
心を高めるとともに、潜在的なボランティアの発掘と更なるボランティア活動の
活性化を図ることを目的として、研修会を開催します。

（問い合わせ先）　地域福祉課　２２－７２４３

川上中学校生徒会の皆さま

日時

会場

内容

記念講演

災
害
義
援
金
に
つ
い
て

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

ボランティアセンターからのお知らせ
 ①平成 29 年度　ボランティア研修会の開催について

 ②登録団体からのお知らせ

今年のテーマ　つながり　ささえあう　地
ま ち

域づくり
平成 30 年 2月15日（木）13:30 ～ 15:50（受付・開場 13:00）

高梁市文化交流館　中ホール

「ふれあい・たすけ愛
あい

社会の創出
～つながり　ささえあう　地

ま ち
域づくり～」

実践発表
高梁市玉川地区社会福祉協議会・順正デリシャスフードキッズクラブ

認定特定非営利活動法人
 ハーモニーネット未来

宇
う の

野　均
ま さ え

恵さん

入場は無料です。
お誘い合わせの上、

ぜひご参加ください！

［記念講演講師］
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実施回数 単　位 金　額
４回・５回 １町内会以上 10,000 円以内
６回以上 ５町内会以下 30,000 円以内
６回以上 大 字 単 位 70,000 円以内
６回以上 町 単 位 100,000 円以内

★
福
祉
総
合
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
５
時
15
分

※
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
完
全
に

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ふれあい
相談

福
祉
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
地
域
で
の
孤
立
・
閉
じ
こ

も
り
防
止
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
ご
く
身
近

な
地
域
を
拠
点
と
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

輪
を
深
め
て
い
く「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
」で
す
。

　

こ
の
た
び
、
よ
り
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
身
近
な

場
所
で
の
開
催
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
助

成
金
額
を
改
正
し
ま
す
。

  

平
成
30
年
度
か
ら
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
事
業
の
助
成
金
額
が

改
正
に
な
り
ま
す

高
梁
市
が
進
め
る
成
羽
複
合
施
設
の
整
備
に

伴
い
、
成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
取
り
壊
し

と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
成
羽

支
所
を
平
成
30
年
２
月
１
日
㈭
か
ら
成
羽
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階
に
移
転
し
ま
す
。

ま
た
、
移
転
後
は
、
２
階
お
よ
び
３
階
で
貸

館
業
務
を
再
開
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の問

い
合
わ
せ
先　

地
域
福
祉
課　
☎
２
２
―
７
２
４
３

有
漢
支
所　
☎
５
７
―
３
２
１
８

成
羽
支
所　
☎
４
２
―
２
０
０
５

川
上
支
所　
☎
４
８
―
９
７
７
０

備
中
支
所　
☎
４
５
―
３
１
３
１

成
羽
支
所
の
移
転
に
つ
い
て

成羽病院
●

鶴寿荘

至井原

至高梁

●正玄寺卍

白谷川

●

313

高梁市社会福祉協議会
成羽支所
（成羽デイサービスセンター内）

N

★１年間の活動費用の助成
　（１回あたり５名以上の参加が条件）

（現行）

実施回数 単　位 金　額
４回・５回　 １町内会以上 10,000 円以内
６回以上 １町内会以上 30,000 円以内

（改正後）

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
助
成
金
は
、
皆
さ
ま
か

ら
い
た
だ
い
た
賛
助
会
員
会
費
を
財
源
と
し

て
い
ま
す
。

☆
福
祉
委
員
選
出
届
の
提
出
お
よ
び
福
祉
委
員
証
の

　
返
却
先

・
市
社
協
地
域
福
祉
課

・
各
支
所
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

市
社
協
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
各
町
内
会
で
見
守
り
や
声
か
け
活
動
を
行
う

福
祉
委
員
の
選
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
つ
い
て
も
、
各
町
内
会
よ
り
福
祉
委

員
を
選
出
い
た
だ
き
、
福
祉
委
員
選
出
届
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
福
祉
委
員
を

交
代
さ
れ
る
場
合
は
、

お
渡
し
し
て
い
る
福
祉

委
員
証
を
ご
返
却
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

①移転先の住所
　〒716-0111
　高梁市成羽町下原281番地１
②移転先の新名称
　成羽福祉センター
③連絡先
　電　話　４２―２００５
　ＦＡＸ　４２―９８１１
　※連絡先に変更はありません。

高梁市社会福祉協議会
　福祉委員連絡協議会
会長　丹治　　勇さん
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ありがとうございました。
社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 29年 11月と 12月にいただいたご寄附についてお知らせします。

心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。

（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会への 寄ご 附 平成 29年
11月〜12月
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《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

日
口
　
　
忠

	
	

（
故
・
和
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

西
林
　
幹
男

	
	

（
故
・
亀
様
）

金
一
封	

落
合
町	

美
簱
　
　
透

	
	

（
故
・
岩
𠮷
様
）

金
一
封	

落
合
町	

樋
口
　
和
子

	
	

（
故
・
喜
八
郎
様
）

金
一
封	

落
合
町	

杉
田
　
文
彦

	
	

（
故
・
俊
道
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

上
有
漢	

湯
浅
　
健
市

	
	

（
故
・
堅
様
）

金
一
封	

有　

漢	

福
田
　
孝
充

	
	

（
故
・
愛
子
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

竹
島
　
　
彰

	
	

（
故
・
満
壽
江
様
）

金
一
封	

総
社
市	

畠
木
　
　
勤

	
	

（
故
・
美
代
子
様
）

金
一
封	

有　

漢	

山
縣
　
孝
志

	
	

（
故
・
喜
久
夫
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

湯
井
　
正
基

	
	

（
故
・
千
尋
様
）

金
一
封	

有　

漢	

高
上
　
金
治

	
	

（
故
・
き
し
ゑ
様
）

金
一
封	

有　

漢	

戸
田
　
　
保

	
	

（
故
・
實
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

米
澤
知
恵
子

	
	

（
故
・
友
一
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

三
上
　
孝
一	
	

	

（
故
・
眞
砂
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

川
上
　
良
孝	

	
	

（
故
・
艶
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

武
田
　
元
起	

	
	

（
故
・
春
子
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封	

玉
川
町	

西
田
　
恵
子

	
	

（
故
・
和
人
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

藤
井
　
祥
生

	
	

（
故
・
岩
男
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

豊
田
　
鶴
三

	
	

（
故
・
笑
枝
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

山
下
　
武
伺

	
	

（
故
・
安
生
様
）

金
一
封	

井
原
市	

内
藤
　
　
薫

	
	

（
故
・
佳
惠
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

大
府
　
史
明

	
	

（
故
・
徳
久
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封	

松
原
町	

崎
岡
　
正
明

	
	

（
故
・
美
代
子
様
）

《
高
倉
地
区
》

金
一
封	

高
倉
町	

石
崎
　
元
朗

	
	

（
故
・
琴
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

西
村
　
智
寛

	
	

（
故
・
寛
様
）

金
一
封	

旭　

町	

物
部
　
義
弘

	
	

（
故
・
弘
美
様
）

金
一
封	

中
井
町	

武
田
　
元
起

	
	

（
故
・
春
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

前
田
　
孚
子

	
	

（
故
・
俊
輔
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

藤
村
　
博
子

	
	

（
故
・
康
治
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

織
本
　
勝
子

	
	

（
故
・
要
様
）	

金
一
封	

津
川
町	

小
野
　
倫
洋

	
	

（
故
・
公
也
様
）

金
一
封	

津
川
町	

後
安
新
太
郎

	
	

（
故
・
美
知
代
様
）

金
一
封	

津
川
町	

高
木
　
孝
治

	
	

（
故
・
勇
様
）

金
一
封	

津
川
町	

前
田
　
孚
子

	
	

（
故
・
俊
輔
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	
倉
敷
市	

中
山
　
　
茂

	
	

（
故
・
智
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

藤
井
　
哲
彦

	
	

（
故
・
名
和
清
志
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

水
森
八
千
代

	
	

（
故
・
顯
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

三
上
　
孝
一

	
	

（
故
・
眞
砂
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

植
田
　
勇
三

	
	

（
故
・
照
子
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

木
安
　
龍
児

	
	（

故
・
大
嶋
津
多
枝
様
）

金
一
封	

津
川
町	

織
本
　
勝
子

	
	

（
故
・
要
様
）

金
一
封	

落
合
町	

日
口
　
　
忠

	
	

（
故
・
和
子
様
）

金
一
封	
落
合
町	

西
林
　
幹
男

	
	

（
故
・
亀
様
）

金
一
封	

落
合
町	
美
簱
　
　
透

	
	

（
故
・
岩
𠮷
様
）

金
一
封	

栄　

町	
八
木
　
正
登

	
	

（
故
・
林
蔵
様
）

金
一
封	

松　

山	

長
谷
川
純
一

	
	

（
故
・
謹
司
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

貝
原
　
　
勇

	
	

（
故
・
信
雄
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

西
田
　
恵
子

	
	

（
故
・
和
人
様
）

金
一
封	

落
合
町	

和
田
　
弘
美

	
	（

故
・
山
ノ
川
テ
ル
様
）

金
一
封	

下
谷
町	

熊
瀬
　
健
二

	
	

（
故
・
八
重
子
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

亀
山
　
克
子

	
	

（
故
・
園
様
）

金
一
封	

松
原
町	

竹
中
　
良
明

	
	

（
故
・
野
瀬
泰
江
様
）



集

記

編

後

この広報紙は、寄附金の一部を活用して発行しています

この広報紙は再生紙を使用しています。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
厳
し
い
寒

さ
が
続
い
て
お
り
、
朝
は
布
団
か
ら
出
る
の
が
辛
い
毎

日
で
す
が
、
皆
さ
ん
、
体
調
に
お
変
わ
り
な
い
で
し
ょ

う
か
。　

さ
て
、
今
号
の
地
域
福
祉
活
動
報
告
で
は
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
な
ん
で
も
相
談
会
に
つ
い
て
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

高
齢
者
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
介
護
者
に
よ
る

身
体
的
・
心
理
的
虐
待
や
、
家
族
等
が
本
人
に
無
断
で

財
産
を
処
分
す
る
な
ど
の
経
済
的
虐
待
、
ま
た
、
高
齢

者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
は
、
そ
の
手
口
が
複

雑
・
悪
質
化
し
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
権
問
題
に
対
し
て
、
本
人
の
権
利
を

守
る
制
度
の
一
つ
に
「
成
年
後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
利
用
の
条
件
で
あ

る
制
度
で
す
が
、
平
成
28
年
時
点
で
は
、
国
内
で
約

20
万
人
が
利
用
し
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
社
会
福
祉

士
な
ど
の
専
門
職
等
が
本
人
に
代
わ
っ
て
、
財
産
の
管

理
や
各
種
契
約
手
続
き
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
一
つ
で
も
多
く
の

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
知
り
、
必
要
に
応
じ
て
利
用
す
る

こ
と
が
、
自
分
自
身
や
ご
家
族
、
ご
近
所
を
守
る
こ
と

に
も
繋
が
り
、
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
で
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
各
種

事
業
や
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
地
域
の
皆
さ
ん
が
頑

張
る
姿
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
本
年
も
趣
向
を
凝
ら

し
て
作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｓ
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

樋
口
　
和
子

	
	（

忌
明
け
微
意
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

上
有
漢	

湯
井
富
美
惠

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

森
本
　
幾
江

	
	（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

福
田
　
孝
充

（
捜
索
に
対
す
る
お
礼
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

綱
島
　
繁
廣

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

下
大
竹	

三
宅
　
清
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	
東
油
野	

平
井
　
俊
子

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

東
油
野	

村
上
　
清
次

	
	

（
故
・
伯
男
様
）

金
一
封	

志
藤
用
瀬	

芳
賀
　
孝
介

	
	

（
故
・
静
恵
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

江
草
　
昌
五

	
	

（
故
・
貞
枝
様
）

金
一
封	

東
油
野	

中
笹
　
幸
義

	
	

（
故
・
美
津
子
様
）

金
一
封	

長　

屋	

住
吉
　
一
起

	
	

（
故
・
弘
年
様
）

【
一
般
寄
附
】

《
高
梁
支
会
》

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

	
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

	

第
402
回
、
第
403
回
目
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

藤
井
　
忠
男

（
故
・
好
枝
様
の
志
と
し
て
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

上
森
　
清
市

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

藤
井
由
美
子

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

岡
山
市	

小
澤
　
健
一

	
	

（
故
・
濱
子
様
）

金
一
封	
坂　

本	

小
谷
　
教
江

	
	

（
故
・
忠
義
様
）

金
一
封	

下　

原	

渡
邉
　
酵
造

	
	

（
故
・
醇
造
様
）

金
一
封	

星　

原	
三
原
　
丈
典

	
	

（
故
・
澄
江
様
）

金
一
封	

下
日
名	

西
平
　
明
生

	
	

（
故
・
勝
美
様
）

金
一
封	

吹　

屋	

大
河
　
眞
澄

	
	

（
故
・
ヨ
シ
ヱ
様
）

金
一
封	

成　

羽	

樋
口
　
文
雄

	
	

（
故
・
清
一
様
）

三
万
円	

成　

羽	

金
子
　
隆
一

	
	

（
故
・
美
恵
子
様
）

金
一
封	

星　

原	

石
田
　
壽
子

	
	

（
故
・
秀
光
様
）

金
一
封	

下　

原	

鷲
尾
　
則
夫

	
	

（
故
・
東
德
惠
様
）

金
一
封	

成　

羽	

井
上
　
和
美

	
	

（
故
・
晃
様
）

金
一
封	

布　

寄	

杉
田
　
文
彦

	
	

（
故
・
俊
道
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

七　

地	

丹
治
　
哲
也

	
	

（
故
・
幸
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

平　

川	

逸
見
　
照
子

	
	

（
故
・
正
登
様
）


